
誰もが生きやすい社会へ

第１回 11/8（土）

萩原 久美子さん

（桃山学院大学社会学部社会学科教授）

「人生１００年時代」を生きる今、固定
的な性別役割分担意識にとらわれ
ず、互いに尊重しあえる社会につい
て考えてみませんか。

令和7年度和泉市男女共同参画社会づくり講座

主催：モアいずみ（和泉市男女共同参画センター）・和泉市男女共同参画推進市民実行委員会 事業受託者：一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団

第２回 11/15（土）

渡邊 弘範さん

（石尾山弘法寺副住職）

■時 間 10：00～12：00 ■定 員 20人 （５回とも参加の方優先）

■会 場 モアいずみ研修室（和泉シティプラザ北棟４階）

■申 込 10月7日(火)より定員に達するまで電話、FAXで受付

（午前9時から午後5時15分 土・日・祝日も受付可）

■保 育 1歳半以上､就学前までの子ども(保育料無料) ※各回開催日の3日前までに申込

申込先･問合せ モアいずみ(和泉市男女共同参画センター) 

TEL 0725-57-6640 FAX 0725-57-6643
※ FAXの場合は､講座名･住所･名前(ふりがな)･電話番号(FAX番号)･保育の有無

(保育希望の方は､お子さんの名前 (ふりがな)･月齢)をご記入ください。

モアいずみHP   https://moaizumi.com

２０２5年６月に発表された「世界経済フォーラム」によるジェンダーギャップ
指数の日本のランキングは、１４８か国中１１８位でした。
モアいずみで男女共同参画について学び、知識をアップデートしませんか。

はぎわら くみこ わたなべ こうはん

地域社会を豊かに
住職が語るお寺活動

市民実行委員とモア
いずみが協働で企画
した講座です

いやま さとみ

お寺の持つ価値に気づき、面白くする
しかない、と様々な活動をしてきた住
職と共に、地域を豊かにする活動に
ついて考えます。

あらき なほ

今時のジェンダー問題のはなし

第３回 11/22（土）

荒木 菜穂さん

（大阪公立大学客員研究員）

「ルッキズム」や「子持ち様」など、若
い世代が直面する現代のジェンダー
問題について考えます。

モアいずみ塾
Go To モアいずみ 2025

↓WEB申込はこちらから

まさい れいこ

第4回 12/6（土）

ペトコ・スラボフさん

（能研究家、海外公演コーディネーター）

アプリでひらく
伝統芸能と国際交流

ブルガリアから来日し、能をわかりや
すく紹介するアプリを開発する講師
に、能の魅力や、日本とブルガリアの
暮らしや文化について伺います。

ここに住みたい！
六甲ウィメンズハウスが繋ぐ夢

正井 禮子さん

（認定NPO法人女性と子ども支援センター
ウィメンズネットこうべ 代表理事）

第5回 12/13（土）

困難を抱える女性を支え続けて３０年。
女性や母子が安心して暮らせる住まい
を作りたいと、夢を実現させた講師にそ
の思いや現在の状況について伺います。

まさい れいこ
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渡邊 弘範さん（石尾山弘法寺副住職）
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荒木 菜穂さん（大阪公立大学客員研究員）

あらき なほ

ペトコ・スラボフさん（能研究家 海外公演コーディネーター）

正井 禮子さん（認定NPO法人女性と子ども支援センター ウィメンズネットこうべ代表理事）

まさい れいこ

モアいずみ （和泉市男女共同参画センター）

〒594-0041 大阪府和泉市いぶき野五丁目4番7号

和泉シティプラザ北棟４F

南海泉北線「和泉中央」駅より徒歩約5分
駐車料金は２時間まで無料、以降30分毎に100円

日本女性学研究会、ウィメンズアクションネットワークなどで活動。 複数の大学でジェンダー

論、女性学などを担当。著書『分断されないフェミニズム ほどほどに、誰かとつながり、生き

延びる』（青弓社）、共著『 やわらかいフェミニズム シスターフッドは今』三一書房ほか。

コンピューター工学、日本学、東アジア言語文化、古典日本文学を専攻し、2014年に大阪大

学にて能楽研究で博士号を取得。

日本の伝統芸能を題材としたアプリやゲームの開発を手がけている。また、2009年より大

阪・山本能楽堂にて、翻訳、通訳、海外公演のコーディネートに携わっている。2018年、在ブ

ルガリア日本大使表彰。2022年、令和4年度 外務大臣表彰。

モアいずみ塾 講師プロフィール

萩原 久美子さん（桃山学院大学社会学部社会学科教授）

1992年にウィメンズネット・こうべを発足させ、女性と子どもの人権を守り、男女平等社会の実

現に向けて、地域でさまざまな活動を行う。阪神淡路大震災では発生直後から電話相談や避難所

支援に取り組んだ。2013年には母子を継続的に支援する施設「WACCA（シングルマザーと子

どものための居場所）」を開設。中高大学生へのデートDV防止授業は延べ27万人が受けてきた。

2024年6月、シングルマザーや若年女性らのための「六甲ウィメンズハウス」を開設。

桃山学院大学社会学部教授（労働社会学、社会政策とジェンダー） 一橋大学大学院博士課程

修了。主な著書に『迷走する両立支援 いま、子どもをもって働くということ』（単著、2006 年

太郎次郎社）、 『「育児休職」協約の成立』（単著、2008 年 勁草書房） 『労働運動を切り拓く』

（共著、2018 年 旬報社）等、ケア労働、両立支援制度とジェンダー、キャリア、労働運動に関

する論文、著書多数。

大阪大学大学院を修了後、世界40数カ国を放浪。帰国後は、高野山大学大学院を経て、僧

侶となる。石尾山弘法寺では、お寺の持つ地域性や伝統、文化の可能性を探りながら、「地

域社会を豊かにするお寺活動」を合言葉に、お寺を「祈り・集い・学び」の場として開放。これ

までに、子供の居場所活動やナチュラルマーケットなど、多くの方がお寺を活用されている。


